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1．デザイン要件の整理と理解



1.1 趣旨と目的の理解
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令和２年の通常国会において、年金制度の機能強化のための国民年金法等の

一部を改正する法律が成立し、受給開始時期の選択肢の拡大や短時間労働者に

対する厚生年金保険の適用拡大等が順次予定されています。

これより、年金制度における様々な選択肢が広がることとなります。

年金の「見える化」Ｗｅｂは公的年金、私的年金を通じて、個々人の現在の状況と

将来の見通しを全体として「見える化」し、老後の生活設計をより具体的に

イメージできるようにし、国民の選択をサポートするための広報活動を目的と

理解しております。



年金の見える化Ｗｅｂのコンセプト②

「操作性の難易度」

弊社がご提案するWebサイトでは、

「厚生労働省」が提供するサービス

として、よりＵＸ原則に配慮した容易

な操作性を備えたサービスを提供

すべきと考えております。

1.2 サイトのポジションの理解と基本コンセプト

3

年金のシミュレーションサイトは日本年金機構をはじめ、複数の民間事業者によるサービスが提供されています。

弊社では、今回ご提案するWebサイト(シミュレーション)の位置づけを整理するために、「年金制度情報の正確性」と

「操作性の難易度」を軸にセグメントし、類似サービスを配置しました。

年金制度情報の正確性

高

低

難しい 簡単

日本年金機構

操作性の難易度 差

別

化

入力項目の個数

社会制度上の立ち位置

年金の見える化Ｗｅｂのコンセプト①

「年金制度情報の正確性」

弊社がご提案するWebサイトでは、

「厚生労働省」が提供するサービス

として、 年金制度に特化した

シミュレーションを備えたサービスを

提供すべきと考えております。



Scene 1.認知と疑問↑ 2.理解と興味関心↑ 3.更なる理解と行動

Touch Point Web/ねんきん定期便 スマートフォン(Web)/電話 スマートフォン(Web)/電話等

Action

Thinking

(Needs)

• ねんきん定期便の見方が分からない

• 制度が変わると何に影響するだろう

• いくら払っていくらもらえるだろう

• 払ってもあまりもらえない（ネガティブイメージ）

• 簡単に利用したい

• 視覚的な理解を通じて将来の生活設計を考えたい

• 様々な状況を見据えて金額を計算したい

• もう少し正確なシミュレーションをしてみたい

• シミュレーション結果をもとに将来の資産形成

に役立てたい

• 更なる疑問が沸いたのでもう少し掘り下げたい

Experience

• ねんきん定期便の見方が分かる

• 個々人の年金額の視覚化による理解促進

• 見える化Webへのスムーズな誘導と動機

付け

• 手間なく効率的に結果を取得

• 働き方、暮らし方を変えることで年金がどう変わる

か可視化（シミュレーション）できる

• 年金に対するネガティブイメージを払拭

• ねんきんネットへのスムーズな誘導

• シミュレーション結果をもとにした資産形成の

指南

• 疑問を解決できる仕掛けの提供

Idea

• 年金理解促進なコンテンツを付加

• 定期便の見方や確認観点の付加

• シミュレーション結果の付加

• 見える化webの紹介

• シンプルな構成

• リアルな計算

• ねんきんネットへの導線の確保

• 経験者談や専門家談のコンテンツ提供

• ねんきんFAQや問い合わせサポートへの導線確

保

1.3 サイトを起点とする意識の変化(CJM)の理解
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本サイトを通してどのようなユーザーの体験を設計すべきかを以下のカスタマージャーニー（ＣＪＭ）を前提とします。

ねんきん定期便

ライフイベント

の変化

「わたし」
「家族」の
年金への疑問

Webにアクセス

将来のイメージが
具体的になった

年金見える化web ねんきんネット

￥

さらに詳細な
シミュレーション

家計簿アプリ

シミュレーション
結果の登録

今回のスコープ

自身での探求
＃Webでの情報収集/機構への問い合わせ等

機構ｵﾍﾟﾚｰﾀ Web
ねんきん

定期便QRコード

検索サイト



1.4 ユーザーの理解
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本Webサイトの想定利用者を“年金興味”と“スマートフォン活用度”を軸にセグメントし、

本サービスのターゲットとなる利用者を分析します。

ペルソナの設定

主な利用シーンとして「ねんきん定期便」をトリガーとした検索行動(QRコードの読み取り→web)が

できるユーザー及び、検索サイトから本サイトを検索できるユーザーを想定しています。

調べものはスマートフォンを活用、かつ年金に対する興味が低い利用者を考えております。

年
金
興
味

高

高スマートフォン

活用度
低

低

ユーザーセグメント

メインターゲットユーザー

20~40代が想定する

メインターゲットユーザー

ねんきんネット

利用

機構窓口や電話で

問い合わせ

調べものは

スマートフォンで調査

調べものは

本や電話で調査

サブターゲットユーザー

潜在的な利用者
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1.5 利用シーンの整理(サイト訪問のトリガーとなる例)

学生から新社会人 家庭環境の変化 仕事環境の変化

想定シーン

特性

• 20代

• 男性（未婚）

• スマートフォンホを常に持ち歩き、

大抵の調べものはスマートフォンで

済ませている

• 来年春から社会人となるため、国民

年金から厚生年金に加入予定

• 将来、どのくらい年金をもらえるの

か気になっている

• 30代

• 女性（既婚）

• 小学生と中学生の子供を育て中の

ワーキングマザー（正社員）

• 移動時間はスマートフォンで、SNS

やネット通販をしている

• 育児が落ち着いてきて、時短勤務か

らフルタイム勤務への変更を考え始

めている

• フルタイム勤務で、将来の年金受給

額がどう変わるか気にしている

• 40代

• 男性（既婚）

• 会社員

• 夫婦共働きで子供はいない

• スマートフォンで情報収集

• 30代から転職を意識し、

専門技術を磨いてきた

• 起業への思いが強くなり、転職と

起業した場合で、将来の年金受給額

がどう変わるのか気になっている

提供価値

（ゴール）

新入社員として

働き始める学生

時短からフルタイム

勤務への変更を考えている女性

転職（起業）を

考えている男性

「働き方」「暮らし方」を変えることで、

年金がどのように変わるか可視化（シミュレーション）し理解する



２．デザインのご提案



使ってみたくなるデザイン

モバイルファースト

２.１ デザインコンセプトのご提案
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ユニバーサルデザインへの配慮

• Webアクセシビリティへの配慮

• 視認性・可読性の確保

• 色覚特性を持つ利用者への配慮

“簡単な”シミュレーションの実現

• 入力と結果の内容をインタラクションに表示

• ねんきん定期便からシームレスな遷移

• シンプルな結果表示

• 入力の手間軽減

Simple

U I

• シンプルなレイアウト

• タップ操作で完結するコントロール

• プログレッシブディスクロージャーの考え方に

基づいた情報表示

• グラデーションを取り入れた今風なデザイン

• 分かりやすい情報表示

• 直感的な入力操作

• 適切なヘルプ表示



2.2 ビジュアルデザインの方向性の検討
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国内外の類似年金シミュレーションサービスや関係機関のWEBサイトのデザインイメージを以下の通り調査しました。

今回は国の年金制度の広報活動を担うことから「信頼できる」、かつユーザーが気軽に利用し、スタイリッシュなイメージを

訴求できるよう「洗練された」イメージのデザインをご提案します。

カジュアル

ゴージャス

ダイナミック

ワイルド

クラシック＆ダンディ

モダン

クール・カジュアル

クリア

ロマンチック

エレガント

ナチュラル

ダンディ

シック

クラシック

フォーマル

プリティ

理知的な

精密な
機敏な

シャープな

スピーディーな

すがすがしい

さっぱりした

合理的な

人工的な

メカニックな

スポーティな

スカッとした

厳粛な

高雅な

荘厳な

本格的な

風格のある

格調のある

重厚な

丈夫な

どっしりした

活動的な

躍動的な

行動的な

大胆な

情熱的な

エネルギッシュな

力動的な

タフな

男っぽい

たくましい

華麗な

装飾的な

豪華な

なつかしい

古風な

伝統的な

渋い

男性的な

まじめな

信頼できる

冷静な

閑静な

知的な

さりげない

洗練された

都会的な

すっきりした

みずみずしい

淡白な

簡素な

飾り気のない

やさしい

しとやかな

上品な

気品のある

女性的な

うるわしい

優雅な

温和な

のどかな

自然な

素朴な

柔和な

なごやかな

なじみやすい

マイルドな気軽な

気楽な

のびのびした

うれしい

楽しい

元気な

かわいい

子供らしい

キュートな

可憐な

淡い

純真な

清楚な

安全な

陽気な

快活な

活気のある

派手な

にぎやかな

力強い

ういういしい

ロマンチックな

メルヘンな

清潔な

清らかな

さわやかな

青春の

若々しい

モダンな

革新的な

やすらかな

おとなしい

平和な

きめ細かい

繊細な

優美な

ぜいたくな

充実した

こってりした

味わい深い

アンティークな

堅実な りりしい

風流な

ひなびた

質素な

WARM

SOFT

HARD

COOL

引用元：配色イメージワーク -日本カラーデザイン研究所

海外サイト

他社サイト 他社サイト

前回デザイン案

信頼できる

洗練された

今回ご提案の

デザインのイメージ



2.3 デザイン案
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コンセプトとビジュアルデザインの方向性を踏まえ、以下のデザイン案をご提案します。

Simple & Usability

※画面デザインは調整中であり、本検討会後のご意見を踏まえ内容が差し替わる可能性があります。

配色やレイアウト等、可能な限りシンプルな構成とし、ユーザーが

ストレスなく、容易なシミュレーションを実施できるイメージを

持ってもらえるように検討いたしました。

カラースキームはブルーとグリーンのグラデーションを用い、

「洗練された」イメージの訴求を図ることで、世の中に広く

公開されるサービスとして存在感を出せるようにしております。



2.4 デザイン施策
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入力内容と結果のインタラクティブな操作

入力内容と結果(グラフ)がインタラクティブに変わることで、利用者が将来受け取る年金額のイメージをしやすくなるように

します。

結果

入力内容

結果画面は画面上部に常に表示し、画面下部に試算時の

入力内容が反映されるUIとすることで、ユーザーは常に結果を

見ながらシミュレーションすることが可能となります。入力

内容と結果表示がインタラクションになることで、より良い

洞察(シミュレーション)が可能となります。

結果を見ながらシミュレーションが可能

スクロール

固定



2.4 デザイン施策

シンプルな結果表示

本Webサイトの主旨は年金制度の広い周知と理解して

おり、シミュレーション結果は詳細な内容よりも容易に

理解可能な情報量が良いと考えております。

表示結果は海外のサービスを参考とし、働き方や年齢に

よる「年金受給額の変化」を分かりやすく可視化してお

ります。

また、年金額が変わる節目の年齢は強調表示とし、意識

させるようにしました。

年金見込み総受給額がイメージできるように「面」の表

現を採用しております。

直感的な入力操作

基本の入力項目となる「今後の年収」 「就労完了年齢

」 「受給開始年齢」は、初期値をセットし、入力の手

間を省略します。

修正操作のコントロールとして、直感的に入力操作が

可能なスライダーバーを設置するととともに、数値の微

調整を容易にするテキストボックス、「+」「－」 ボタ

ンを配置しました。

Swipe
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直感的に操作できるスライダーバー

Tap



2.4 デザイン施策

段階的な情報表示

モバイル機器の画面は小さく、一度に多くの情報量を詰め込

むのは得策ではありません。初期は少ない情報量から、段階

的にオプションを表示することでシンプルに、そして確実に

必要な情報に迫ることが可能となります（＃プログレッシブ

ディスクロージャー）。

特に本サービスの特徴から、ユーザーにシンプルに利用して

もらうためにも有効と考えます。

表示された選択肢での操作

スマートデバイスにおいて、ドロップダウンの操作は複雑と

なります。選択肢が限られる場合は(レイアウト上の制約が少

なければ)選択肢を表示し、シンプルなタップ操作にて選択を

行うことをご提案します。

13



14

2.4 デザイン施策

ユーザーの理解をサポート

入力に関する補足情報はヘルプマークのタップで簡単に表示/

非表示するコントロールとしております。画面上の情報量を

可能な限り抑制し、シンプルな情報表示としております。

また、補足情報によりユーザーの理解をサポートでき、シミ

ュレーションの操作ミスやページ離脱を防ぐ効果も期待する

ことできます。

Tap



2.4 デザイン施策
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項目を分かりやすく表示

計算で利用される項目を年金の種類ごとに異なる背景色を用いることで、情報のグルーピングを明示します。

※「文字」を併記し色に依存した情報提供を回避し、色覚特性を持つ利用者への配慮を実施

また、「ねんきん定期便」はがきにおける ”（1）と（2）の合計”という表現から、” 老齢基礎年金 + 老齢厚生年金 ”の

記載に変更することで、「ねんきん定期便」が手元にないユーザーに対しても(Webから直接訪れたユーザーに対しても)

、違和感なく入力や確認が行うことができます。

「ねんきん定期便」はがきの記載の例



2.4 デザイン施策
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ロービジョン(弱視)

ユーザーへの可読性確保

Webアクセシビリティの規格

「JISX8341-3:2016」では中度のロービ

ジョンの人が適切に文字を読みやすくす

るためには背景色と文字色のコントラス

ト比を4.5以上を確保することが記載され

ています。

本Webサイトにおいても、上記の指針に

則ってカラースキームを設計します。

ユニバーサルデザインへの配慮

本Webサイトでのユーザーに対する配慮の例は以下の通りです。

色弱者に判別できない

色の組み合わせは用いない

グラフ等、色を組み合わせが必要な場合

は色弱者が区別できないような色の配色

を避け、判別可能は配色を行います。

青 紫 水色 ピンク 深緑 茶色

赤 緑 ｵﾚﾝｼﾞ 明緑 明茶色ｵﾚﾝｼﾞ

「東京都カラーユニバーサルデザイン」から一部引用

https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/kiban/machizuk

uri/kanren/color.files/colorudguideline.pdf

×
コントラスト比：1.88

コントラスト比：11.7

〇

色に依存した

情報提供の回避

JISX8341-3:2016 G111: 色とパターンを併用する

https://waic.jp/docs/WCAG-TECHS/G111.html

画面内の操作には色情報に依存した情報

提供は避け、「形」「大きさ」「文字情

報」と合わせて表現を行います。

リンク項目に関する下線の表示

×

〇


